
No.19

照　会　社会教育課　☎０５４８�１１２９
　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大河ドラマ

新野左馬助親矩
特別編

　現在、新野左馬助親
ちかのり
矩公墓所の地主で、管理

をしている松下家は、浜松市の頭
ず だ じ
陀寺城主松下

加
か へ え
兵衛之

ゆきつな
綱や井伊直政の母の再婚相手である松

下清
きよかげ
景（之綱のいとこ）の一族で、縁あって新野

に所領を得た松下平八の子孫とされる。
　「松下家系図」によれば、松下平八は、新野村
松下の開祖で、松下文

ぶんえもんのじょう
右衛門尉定

さだのぶ
伸といい田地

４００石を領した。もともとは今川家の旗本で
中泉（現在の磐田市）に居住し、天正2年（1574年）
の高天神城の戦いのとき、御

ご
前
ぜん
曲
く る わ
輪に籠城した

武将の中に松下平八の名がある。高天神城落城
後、家康の近

きんじゅ
習を勤めたが、奉公をやめて農民

になり、新野村の名主となって居住し、慶長4年
（1599年）に没した（高天神城戦史）。そして、平
八の嫡男文右衛門尉定綱の子どもたちが分家し、
現在の間

ま
蔵
ぐら
、良
りょうはく
伯、岩

い わ が や
ヶ谷の三松下家ができた

とされる。

▲頭陀寺（浜松市南区）

▲松下屋敷跡（頭陀寺城跡）

新野松下家の祖平八

　
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
佐
々
木
雅
人
原
子
力
発
電
立

地
対
策・広
報
室
長
が
６
月
２
日
、

市
議
会
臨
時
全
員
協
議
会
の
場
で

栁
澤
市
長
ら
市
幹
部
と
市
議
15
人

に
対
し
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
４
月
に
、
原
子

力
発
電
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
を
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

へ
求
め
た
結
果
、
実
現
し
た
も
の

で
す
。

　
国
か
ら
は
、
東
京
電
力
㈱
福
島

第
一
原
発
事
故
や
東
日
本
大
震
災

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス（
電
源
構
成
）、
資

源
戦
略
に
つ
い
て
の
現
状
や
課
題

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
か
ら
は
、
原
子
力
発
電
の

必
要
性
や
コ
ス
ト
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

原
子
力
発
電
は
、
国
の「
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、

安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
重
要

な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
国
や
事
業
者
に
対
し

て
今
後
も
状
況
説
明
を
求
め
て
い

く
と
と
も
に
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

※
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
・
・
・
発

電
コ
ス
ト
が
安
価
で
、
昼
夜
を

問
わ
ず
安
定
的
に
稼
働
で
き
る

電
源

臨
時
全
員
協
議
会
で

　
　
　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
説
明

▲臨時全員協議会
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